






〔はじめに〕 

テオフィリンは 1937年に気療支喘息の治療に使用されて以来,喘息発作の治療および予防

に用いられてきた。近年テオフィリンの血中濃度をモニターし有効血中濃度といわれる 10

～20μg/mlに維持し治療することが再度クローズアップされてきた。しかしながら現在テ

オフィリンモニターをしながら治療を行っている施設は少ないのが現状で,そのためテオ

フィリンの副作用を懸念し有効な量以下で用いられることが多く,そのためステロイド剤

にたよってしまうことも少くない。それ故,テオフィリンの使用量を再検討することは急務

であり,小児に対する使用量の目安を作る必要がある。 

今回我々は喘息児の喘息発作時のアミノフィリン静注を行うにあたってテオフィリン血中

濃度が 10～20μg/mL に維持されるアミノフィリン初期静注量とそれにひき続く持続点滴

量について検討を行ったので報告する。 


